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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コミュニケータが介在して依頼先端末への呼接続を行う特番サービスのＩＰ網における
提供方法であって、
　特番サービス利用者の利用者端末を収容するメディアゲートウェイは、前記利用者端末
にてダイヤルされた所定の特番サービスのダイヤル番号をメディアゲートウェイコントロ
ーラに伝達し、
　前記メディアゲートウェイコントローラ、または、前記メディアゲートウェイコントロ
ーラから前記特番サービスのダイヤル番号を伝達されたアプリケーションサーバは、伝達
された前記ダイヤル番号に該当する特番サービスを提供するコミュニケータ端末が収容さ
れた特番ノードの着信番号を番号翻訳機能によって決定し、決定した前記着信番号による
前記特番ノードへの発呼を実行するときに前記特番サービスのダイヤル番号を伝達して、
前記利用者端末と前記コミュニケータ端末との間の第１の通話パスを生成したのち、
　前記特番サービスの利用者からのサービス依頼を受け付けるための前記第１の通話パス
を維持しつつ、前記コミュニケータ端末から前記依頼先端末に対して転送呼または割り込
み呼であることを示す情報を付加して発呼し、
　前記依頼先端末を収容するメディアゲートウェイは、前記依頼先端末が前記発呼に応答
することで確立される前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末との間の第２の通話パス
を、前記特番ノードから発せられる通話パス結合指示信号にしたがって、前記利用者端末
を収容する前記メディアゲートウェイと連携して前記第１の通話パスと結合することによ
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り、前記利用者端末と前記依頼先端末との間の連結通話パスを生成する
ことを特徴とする特番サービスの提供方法。
【請求項２】
　コミュニケータが介在して依頼先端末への呼接続を行う特番サービスのＩＰ網における
提供方法であって、
　特番サービス利用者の利用者端末を収容するメディアゲートウェイは、前記利用者端末
にてダイヤルされた所定の特番サービスのダイヤル番号をメディアゲートウェイコントロ
ーラに伝達し、
　前記メディアゲートウェイコントローラ、または、前記メディアゲートウェイコントロ
ーラから前記特番サービスのダイヤル番号を伝達されたアプリケーションサーバは、伝達
された前記ダイヤル番号を、前記特番サービスを提供するコミュニケータ端末を収容する
予め設定された特定の特番ノードに伝達して、前記利用者端末と前記コミュニケータ端末
との間の第１の通話パスを生成したのち、
　前記特番サービスの利用者からのサービス依頼を受け付けるための前記第１の通話パス
を維持しつつ、前記コミュニケータ端末から前記依頼先端末に対して転送呼または割り込
み呼であることを示す情報を付加して発呼し、
　前記依頼先端末を収容するメディアゲートウェイは、前記依頼先端末が前記発呼に応答
することで確立される前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末との間の第２の通話パス
を、前記特番ノードから発せられる通話パス結合指示信号にしたがって、前記利用者端末
を収容する前記メディアゲートウェイと連携して前記第１の通話パスと結合することによ
り、前記利用者端末と前記依頼先端末との間の連結通話パスを生成する
ことを特徴とする特番サービスの提供方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の特番サービスの提供方法において、
　既存の加入者電話網または他事業者網との相互接続を行うゲートウェイ装置が、前記既
存の加入者電話網または他事業者網から特番の発呼信号を受け付け、受け付けた特番のダ
イヤル番号を予め設定された特定の特番ノードに伝達して、前記加入者電話網または他事
業者網の利用者端末と前記コミュニケータ端末との間の第１の通話パスを生成したのち、
　前記特番サービスの利用者からのサービス依頼を受け付けるための前記第１の通話パス
を維持しつつ、前記コミュニケータ端末から前記依頼先端末に対して転送呼または割り込
み呼であることを示す情報を付加して発呼し、
　前記依頼先端末を収容するメディアゲートウェイは、前記依頼先端末が前記発呼に応答
することで確立される前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末との間の第２の通話パス
を、前記特番ノードから発せられる通話パス結合指示信号にしたがって、前記ゲートウェ
イ装置と連携して前記第１の通話パスと結合することにより、前記利用者端末と前記依頼
先端末との間の連結通話パスを生成する
ことを特徴とする特番サービスの提供方法。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の特番サービスの提供方法において、
　前記コミュニケータ端末から前記依頼先端末に対して割り込み呼であることを示す情報
を付加して発呼したときに、前記依頼先端末が他の端末と通話中である場合は、
　前記依頼先端末を収容する前記メディアゲートウェイは、３者通話トランクを捕捉して
前記依頼先端末に呼び出し音を送出し、前記依頼先端末の応答操作に応じて前記コミュニ
ケータ端末と前記依頼先端末と前記他の端末との間の３者通話を可能とする
ことを特徴とする特番サービスの提供方法。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の特番サービスの提供方法において、
　前記連結通話パスを使用した通話が終了したとき、前記特番ノードから発せられた前記
通話パス結合指示信号を取り次いだメディアゲートウェイコントローラは、前記通話が終
了したことを示す切断通知信号を、前記特番ノードに伝達する
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ことを特徴とする特番サービスの提供方法。
【請求項６】
　複数の加入者端末を収容して前記加入者端末間のベアラ転送を司るメディアゲートウェ
イと、前記加入者端末間の呼接続制御を司るメディアゲートウェイコントローラとを備え
たＩＰ網において、コミュニケータが介在して依頼先端末への呼接続を行う特番サービス
を提供する特番サービス提供システムであって、
　コミュニケータ端末を収容する特番ノードを備え、
　特番サービス利用者の利用者端末から特番サービスの種類毎に予め定められる所定のダ
イヤル番号をダイヤルすることによって、所定の前記特番ノードに着信し、前記コミュニ
ケータ端末が前記着信に応答することによって、前記利用者端末と前記コミュニケータ端
末との間の第１の通話パスが生成され、
　前記コミュニケータ端末から前記第１の通話パスを維持しつつ、前記依頼先端末に対し
て転送呼または割り込み呼であることを示す情報を付加して発呼し、前記依頼先端末が前
記発呼に応答することによって、前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末との間の第２
の通話パスが生成され、
　前記特番ノードは、
　前記第２の通話パスに接続案内の音声メッセージを送出したのちに、前記第１の通話パ
スと前記第２の通話パスとの結合を指示する通話パス結合指示信号を、前記利用者端末を
収容する前記メディアゲートウェイと、前記依頼先端末を収容する前記メディアゲートウ
ェイとの双方に伝達し、
　前記通話パス結合指示信号を受信した前記双方のメディアゲートウェイは、
　互いに連携して前記第１の通話パスと前記第２の通話パスとを結合した連結通話パスを
生成する
ことを特徴とする特番サービス提供システム。
【請求項７】
　複数の加入者端末を収容して前記加入者端末間のベアラ転送を司るメディアゲートウェ
イと、前記加入者端末間の呼接続制御を司るメディアゲートウェイコントローラとを備え
たＩＰ網に接続され、
　依頼先端末への呼接続を行う特番サービスを提供するコミュニケータ端末を収容し、
　特番サービス利用者の利用者端末からの特番ダイヤルの着信に前記コミュニケータ端末
が応答したときに、前記利用者端末と前記コミュニケータ端末との間の第１の通話パスを
生成し、
　前記第１の通話パスを維持しつつ、前記コミュニケータ端末から依頼先端末に対して転
送呼または割り込み呼として発呼し、前記依頼先端末が前記発呼に応答したときに生成さ
れる前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末との間の第２の通話パスに接続案内の音声
メッセージを送出したのちに、前記第１の通話パスと前記第２の通話パスとの結合を指示
する通話パス結合指示信号を、前記利用者端末を収容する前記メディアゲートウェイと、
前記依頼先端末を収容する前記メディアゲートウェイとの双方に伝達する
ことを特徴とする特番ノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既存の加入者電話網で提供されている電話番号案内などの特番サービスを、
ＩＰ（Internet Protocol）網において提供するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存の加入者電話網（以下、適宜「ＰＳＴＮ（Public Switched Telephone Network）
」と略記する。）においては、電話サービスの一種として、所定の３桁の特番（１０４，
１０２，１００他）をダイヤルすると、コミュニケータと呼ばれる受付対応者が電話に応
答し、利用者からの依頼にしたがって、依頼先端末への呼接続や情報提供などを行うサー
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ビス（以下、「特番サービス」という。）が提供されている（非特許文献１，２参照）。
【０００３】
　従来、これら特番サービスを提供するために必要なコミュニケータ端末への呼接続や依
頼先端末への呼接続のための機能の多くが、多数設置される加入者交換機に重複して配備
されていたため、経済的に非効率であった。
【０００４】
　一方、ＩＰ網においては、呼制御機能を司るメディアゲートウェイコントローラ（ＭＧ
Ｃ：Media Gateway Controller）と、ベアラ転送機能を司るメディアゲートウェイ（ＭＧ
：Media Gateway）とによってＩＰ電話サービスが提供される。そして、複数の加入者端
末を収容するＭＧが従来の加入者交換機と同様にエリア単位で多数設置されるのに対して
、ＭＧＣは複数エリアについて１台ずつ設置されるので、少ない設置台数で済む。また、
付加的な通信サービスを提供するために配備されるアプリケーションサーバ（ＡＳ：Appl
ication Server）の設置台数は必要な処理能力に応じて決められるが、通常はＭＧに比べ
れば格段に少ない台数で済む。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】ＮＴＴ東日本、”番号案内サービス”、［online］、インターネット＜
URL：http://web116.jp/phone/numguide/index.html＞
【非特許文献２】ＮＴＴ東日本、”その他の料金（１００番通話、コレクトコール）”、
［online］、インターネット＜http://web116.jp/phone/fare/other.html＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の特番サービスの技術をそのままＩＰ網に転用して、ＩＰ網でも従来と同等のサー
ビスを提供しようとした場合には、既存の加入者交換機が有しているコミュニケータ端末
への呼接続や依頼先端末への呼接続のための多くの機能を、多数設置されるすべてのＭＧ
に重複して配備する必要があり、経済的に非効率となるという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、前記の問題点を解消するためになされたものであり、ＩＰ網における電話サ
ービスを提供する各装置に適切に機能配備することにより、既存の加入者電話網において
提供されている特番サービスと同等のサービスを経済的に提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記の課題を解決するために、本発明は、コミュニケータが介在して依頼先端末への呼
接続を行う特番サービスのＩＰ網における提供方法であって、特番サービス利用者の利用
者端末を収容するメディアゲートウェイは、前記利用者端末にてダイヤルされた所定の特
番サービスのダイヤル番号をメディアゲートウェイコントローラに伝達し、前記メディア
ゲートウェイコントローラ、または、前記メディアゲートウェイコントローラから前記特
番サービスのダイヤル番号を伝達されたアプリケーションサーバは、伝達された前記ダイ
ヤル番号に該当する特番サービスを提供するコミュニケータ端末が収容された特番ノード
への発呼を実行するときに前記特番サービスのダイヤル番号を伝達して、前記利用者端末
と前記コミュニケータ端末との間の第１の通話パスを生成したのち、前記特番サービスの
利用者からのサービス依頼を受け付けるための前記第１の通話パスを維持しつつ、前記コ
ミュニケータ端末から前記依頼先端末に対して転送呼または割り込み呼であることを示す
情報を付加して発呼し、前記依頼先端末を収容するメディアゲートウェイは、前記依頼先
端末が前記発呼に応答することで確立される前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末と
の間の第２の通話パスを、前記特番ノードから発せられる通話パス結合指示信号にしたが
って、前記利用者端末を収容する前記メディアゲートウェイと連携して前記第１の通話パ
スと結合することにより、前記利用者端末と前記依頼先端末との間の連結通話パスを生成
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することを第一の特徴とする。
【００１１】
　これにより、利用者端末を収容するメディアゲートウェイおよび依頼先端末を収容する
メディアゲートウェイは、コミュニケータの介在による利用者端末と依頼者端末との間の
連結通話パスの生成のための特別な機能を備える必要がなくなる。
【００１２】
　また、本発明の特番サービス提供システムは、複数の加入者端末を収容して前記加入者
端末間のベアラ転送を司るメディアゲートウェイと、前記加入者端末間の呼接続制御を司
るメディアゲートウェイコントローラとを備えたＩＰ網において、コミュニケータが介在
して依頼先端末への呼接続を行う特番サービスを提供する特番サービス提供システムであ
って、コミュニケータ端末を収容する特番ノードを備え、特番サービス利用者の利用者端
末から特番サービスの種類毎に予め定められる所定のダイヤル番号をダイヤルすることに
よって、所定の前記特番ノードに着信し、前記コミュニケータ端末が前記着信に応答する
ことによって、前記利用者端末と前記コミュニケータ端末との間の第１の通話パスが生成
され、前記コミュニケータ端末から前記第１の通話パスを維持しつつ、前記依頼先端末に
対して転送呼または割り込み呼であることを示す情報を付加して発呼し、前記依頼先端末
が前記発呼に応答することによって、前記依頼先端末と前記コミュニケータ端末との間の
第２の通話パスが生成され、前記特番ノードは、前記第２の通話パスに接続案内の音声メ
ッセージを送出したのちに、前記第１の通話パスと前記第２の通話パスとの結合を指示す
る通話パス結合指示信号を、前記利用者端末を収容する前記メディアゲートウェイと、前
記依頼先端末を収容する前記メディアゲートウェイとの双方に伝達し、前記通話パス結合
指示信号を受信した前記双方のメディアゲートウェイは、互いに連携して前記第１の通話
パスと前記第２の通話パスとを結合した連結通話パスを生成することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の特番ノードは、複数の加入者端末を収容して前記加入者端末間のベアラ
転送を司るメディアゲートウェイと、前記加入者端末間の呼接続制御を司るメディアゲー
トウェイコントローラとを備えたＩＰ網に接続され、依頼先端末への呼接続を行う特番サ
ービスを提供するコミュニケータ端末を収容し、特番サービス利用者の利用者端末からの
特番ダイヤルの着信に前記コミュニケータ端末が応答したときに、前記利用者端末と前記
コミュニケータ端末との間の第１の通話パスを生成し、前記第１の通話パスを維持しつつ
、前記コミュニケータ端末から依頼先端末に対して転送呼または割り込み呼として発呼し
、前記依頼先端末が前記発呼に応答したときに生成される前記依頼先端末と前記コミュニ
ケータ端末との間の第２の通話パスに接続案内の音声メッセージを送出したのちに、前記
第１の通話パスと前記第２の通話パスとの結合を指示する通話パス結合指示信号を、前記
利用者端末を収容する前記メディアゲートウェイと、前記依頼先端末を収容する前記メデ
ィアゲートウェイとの双方に伝達することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、多数設置されるメディアゲートウェイには、特番サービスに依存した
機能要素を配備する必要がなくなるので、既存の加入者電話網において提供されている特
番サービスと同等のサービスを、ＩＰ網において経済的に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】既存の加入者電話網における機能配備と動作の例を示す説明図である。
【図２】ＩＰ網にてＡＳを配備したときの機能配備と動作の例を示す説明図である。
【図３】ＩＰ網にてＡＳ機能をＭＧＣに集約したときの機能配備と動作の例を示す説明図
である。
【図４】ＩＰ網にて特番ノードに集中機能配備したときの機能配備と動作の例を示す説明
図である。
【図５】既存の加入者電話網におけるコミュニケータへの接続シーケンス例を示すシーケ
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ンスチャートである。
【図６】ＩＰ網にてＡＳを配備したときのコミュニケータへの接続シーケンス例を示すシ
ーケンスチャートである。
【図７】ＩＰ網にてＡＳ機能をＭＧＣに集約したときのコミュニケータへの接続シーケン
ス例を示すシーケンスチャートである。
【図８】ＩＰ網にて特番ノードに集中機能配備したときのコミュニケータへの接続シーケ
ンス例を示すシーケンスチャートである。
【図９】ＩＰ網にて他事業者の利用者端末からのコミュニケータへの接続シーケンス例を
示すシーケンスチャートである。
【図１０】既存の加入者電話網における電話番号案内時のサービスシーケンス例を示すシ
ーケンスチャートである。
【図１１】ＩＰ網にてＡＳを配備したときの電話番号案内時のサービスシーケンス例を示
すシーケンスチャートである。
【図１２】既存の加入者電話網における依頼先への第一の接続シーケンス例を示すシーケ
ンスチャートである。
【図１３】既存の加入者電話網における依頼先への第二の接続シーケンス例を示すシーケ
ンスチャートである。
【図１４】ＩＰ網における依頼先への第一の接続シーケンス例を示すシーケンスチャート
である。
【図１５】ＩＰ網における依頼先への第二の接続シーケンス例を示すシーケンスチャート
である。
【図１６】ＩＰ網における依頼先への第三の接続シーケンス例を示すシーケンスチャート
である。
【図１７】ＩＰ網から既存の加入者電話網の依頼先への接続シーケンス例を示すシーケン
スチャートである。
【図１８】既存の加入者電話網における通話情報案内時のサービスシーケンス例を示すシ
ーケンスチャートである。
【図１９】ＩＰ網における通話情報案内時のサービスシーケンス例を示すシーケンスチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための好適な形態について、適宜図面を参照して詳細に説明す
る。
【００１７】
＜特番サービスの概要＞
　既存の加入者電話網において、コミュニケータの介在によって提供される特番サービス
として、ダイヤル番号「１０４」の番号案内サービス、ダイヤル番号「１００」の１００
番通話（通話情報提供）サービス、ダイヤル番号「１０２」の臨時受付サービス、ダイヤ
ル番号「１０６」のコレクトコールサービスなどがある。これらの特番サービスでは、サ
ービス利用者からの依頼にしたがって、コミュニケータが依頼先端末への呼接続操作を代
行したのち、サービス利用者と依頼先ユーザとの間の通話を可能とする（非特許文献１，
２参照）。各サービスの概要は以下のようなものである。
【００１８】
　［番号案内サービス］（ダイヤル番号：１０４）
　コミュニケータが住所や電話帳登録名から加入者の電話番号を検索して案内する有料サ
ービスである。さらに、有料オプションのダイヤル１０４サービスにより、案内先の電話
番号への呼接続操作をコミュニケータが代行する。
【００１９】
　［１００番通話（通話情報提供）サービス］（ダイヤル番号：１００）
　コミュニケータが依頼先の電話番号への呼接続操作を代行し、通話が終了したのちに、
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サービス利用者への折り返し着信にて、通話料金と通話時分を通知するサービスである。
通常よりも割高な通話料金が課金される。
【００２０】
　［臨時受付サービス］（ダイヤル番号：１０２）
　災害時などに、事前に災害時優先電話として登録された電話番号への呼接続操作をコミ
ュニケータが代行するサービスである。接続先の端末が他と通話中であってもコミュニケ
ータが通話に割り込んで着信の案内を行う。
【００２１】
　［コレクトコールサービス］（ダイヤル番号：１０６）
　コミュニケータが依頼先の電話番号への呼接続操作を代行し、着信先電話番号に通話料
金を課金する旨の了解を得てからサービス利用者に接続する、料金着信先払いの有料サー
ビスである。通常よりも割高な通話料金が課金される。
【００２２】
＜既存網における機能配備＞
　まず始めに、既存の加入者電話網（ＰＳＴＮ）における機能配備と動作の例を、図１を
参照して説明する。図１に示すように、加入者電話網（ＰＳＴＮ）１００においては、コ
ミュニケータ端末７０を収容する特番交換機５０が設置され、特番サービスの利用者（以
下、「利用者」という。）が使用する利用者端末１１Ａを収容する加入者交換機である発
交換機２０と、利用者から呼接続を依頼される依頼先端末１２Ａを収容する加入者交換機
である着交換機２１と、特番交換機５０との３つが連携することによって特番サービスが
提供される。
【００２３】
　典型的な動作の例としては、まず、利用者端末１１Ａにて所定の特番（例えば、「１０
４」）をダイヤルすることによって、発交換機２０から共通線網（中継交換機群）を介し
て特番交換機５０への呼接続が行われ、応答操作を行ったコミュニケータのコミュニケー
タ端末７０と利用者端末１１Ａとの間の第１呼通話パスが生成される。次に、利用者から
接続依頼を受けたコミュニケータが、依頼先端末１２Ａへの呼接続操作を行い、応答した
依頼先端末１２Ａとコミュニケータ端末７０との間の第２呼通話パスが生成される。そし
て、生成された第１呼通話パスと第２呼通話パスとを、特番交換機５０の内部で相互に結
合することにより、利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａとの間の連結通話パスが生成さ
れる。
【００２４】
　かかる特番サービスを提供するためには、少なくとも以下に示すような特番サービスに
特有な機能要素と汎用的な呼制御機能要素とが必要となる。
【００２５】
　［サービス判定機能］
　特番のダイヤル番号から、該当する特番サービスの種別とサービス提供の可否を判定す
る。
【００２６】
　［番号翻訳機能］
　特番のダイヤル番号から、該当する特番サービスを提供する特番交換機を決定し、その
特番交換機に接続するための着信番号の番号情報（Ａ～Ｊ）に変換する。
【００２７】
　［ダイヤル番号設定機能］
　特番交換機に呼接続するときに通知する特番のダイヤル番号を、呼制御信号に設定する
。
【００２８】
　［課金／非課金接続機能］
　通話パスを設定するための呼制御信号を送信するときに、通話料金の課金／非課金を指
示する。
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【００２９】
　［課金信号生成機能］
　サービス内容に応じた課金信号を生成して送信する。
【００３０】
　［課金情報生成機能］
　課金信号に基づいてＣＤＲ（Charging Data Record:課金情報の記述レコード）を生成
する。
【００３１】
　［収納処理機能］
　公衆電話等の即時課金が必要な端末に対して、硬貨またはカード通話度数の収納指示を
行い、収納結果を送信する。
【００３２】
　［交換接続機能］
　接続を依頼された電話番号への呼接続を行う。
【００３３】
　［割り込み機能］
　接続の依頼先が通話中のときなどに、通話に割り込んで着信の案内を行う。
【００３４】
　［通話パス結合機能］
　コミュニケータ呼（第１呼）とサービス呼（第２呼）の通話パスを結合して連結通話パ
スを生成する。
【００３５】
　［サービス競合機能］
　通話への割り込みなど、着信呼に要求されるサービスに対応した呼の競合制御を行う。
【００３６】
　［電子番号案内システムアクセス機能］
　コミュニケータが番号案内サービスにて提供する電話番号を検索するために電子番号案
内システムにアクセスする。
【００３７】
　図１に示すように、既存の加入者電話網（ＰＳＴＮ)１００においては、発交換機２０
としての機能要素であるサービス判定、番号翻訳、ダイヤル番号設定、課金／非課金接続
、課金情報生成、収納処理といった機能と、着交換機２１としての機能要素であるサービ
ス競合機能とを、多数設置されるすべての加入者交換機に特番サービスに依存した形で配
備する必要があり、経済的に非効率であるだけでなく、特番サービスの改良や新規特番サ
ービスの追加が難しいという問題もある。
【００３８】
　そこで、ＩＰ網においても従来と同等の特番サービスを提供するにあたり、本発明にお
いては、既存の加入者交換機と同様にエリア単位で多数設置されるＭＧには、特番サービ
スに依存した機能要素を一切配備しないようにすることによって、前記の問題の解決を図
った。
【００３９】
　以下、本発明に係るＩＰ網における機能配備の要点と具体例について説明する。
【００４０】
＜ＩＰ網における機能配備の要点＞
(1) ＩＰ網における特番サービスの機能配備の対象となる装置は、ＭＧ、ＭＧＣ、ＡＳ、
および従来の特番交換機と同様な機能を有する特番ノードの４つとする。
(2) 既存のＰＳＴＮおよび他事業者網との間のシームレスなサービス提供を可能とするた
めに、ＩＰ網にＰＳＴＮの信号方式をインタワークするＰＳＴＮ－ＧＷ（Public Switche
d Telephone Network-Gateway）を設置する。
【００４１】
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＜ＩＰ網における機能配備例１：ＡＳ配備例＞
　図２に、ＡＳを配備した場合の機能配備および動作の例を示す。図２に示したＩＰ網／
ＡＳ配備例２０１では、ＭＧＣ３０に、ＡＳルーチング、番号翻訳、ダイヤル番号設定、
課金／非課金接続、サービス競合の各機能要素を配備し、ＡＳ４０に、サービス判定およ
び課金情報生成の機能要素を配備する。また、利用者端末１１Ｂを収容する発ＭＧ２５に
、収納処理および連結通話パス生成の機能要素を、依頼先端末１２Ｂを収容する着ＭＧ２
６に、連結通話パス生成の機能要素を配備する。また、コミュニケータ端末７０を収容す
る特番ノード５５には、従来の特番交換機に配備されていたものと同様な機能要素を配備
する。
【００４２】
　典型的な動作の例としては、まず、利用者端末１１Ｂにて所定の特番（例えば、「１０
４」）をダイヤルすることによって、発ＭＧ２５からＭＧＣ３０およびＡＳ４０を介して
特番ノード５５への呼接続が行われ、コミュニケータによって応答操作が行われたコミュ
ニケータ端末７０との間の第１呼通話パスが生成される。次に、利用者から接続依頼を受
けたコミュニケータが、コミュニケータ端末７０にて依頼先端末１２Ｂへの呼接続操作を
行い、着信に応答した依頼先端末１２Ｂとの間の第２呼通話パスが生成される。そして、
特番ノード５５からの指示にしたがって、発ＭＧ２５と着ＭＧ２６とが連携して第１呼通
話パスと第２呼通話パスとの結合を行うことによって、利用者端末１１Ｂと依頼先端末１
２Ｂとの間の連結通話パスが生成される。
【００４３】
　図２に示すように、発ＭＧ２５および着ＭＧ２６には、一般的な電話サービスを提供す
るために必要な機能要素だけが配備され、特番サービスに依存した機能要素はすべてＭＧ
Ｃ３０、ＡＳ４０および特番ノード５５に分散して配備される。さらに、他のサービスと
も共用が可能な機能要素であるサービス判定、課金情報生成の機能をＡＳに配備すること
により、経済的なサービス提供が可能となる。
【００４４】
＜ＩＰ網における機能配備例２：ＡＳ－ＭＧＣ集約配備例＞
　図３には、図２に示したＡＳ４０の機能要素をＭＧＣ３０に追加して配備することによ
り、ＡＳを不要とした機能配備および動作の例を示す。それほど多様な付加的な通信サー
ビス提供が存在しないＩＰ網構築の初期段階などにおいては、図３のＩＰ網／ＡＳ－ＭＧ
Ｃ集約配備例２０２のように、ＡＳの機能（破線の枠内）をＭＧＣ３０に集約することに
よって、網全体のコストを抑制することが可能である。また、この形態における動作につ
いては、信号の伝送ルートを除いて図２と同様であるので、詳細な説明は省略する。
【００４５】
＜ＩＰ網における機能配備例３：特番ノード集中機能配備例＞
　図４には、図２に示したＡＳ４０およびＭＧＣ３０機能要素の一部を特番ノード５５に
配備することにより、特番ノード５５に集中して機能を配備した機能配備および動作の例
を示す。図４のＩＰ網／特番ノード集中機能配備例２０３では、利用者端末１１Ｂからの
ダイヤル信号が、ＭＧＣ３０およびＡＳ４０を介して特番ノード５５に伝達され、特番ノ
ード５５にてサービス判定が行われる。したがって、ＭＧＣ３０やＡＳ４０には、特番サ
ービスに依存した機能要素であるサービス判定、ダイヤル番号設定、課金／非課金接続な
どの機能要素を配備する必要がなく、経済的なサービス提供が可能となる。また、この形
態における動作についても、ダイヤル信号や課金信号の伝送ルートを除いて図２と同様で
あるので、詳細な説明は省略する。
【００４６】
＜詳細な動作シーケンス＞
　以下、特番サービスの典型例である番号案内、通話情報提供、臨時受付の３つのサービ
スにつき、既存網における動作シーケンスと対比しつつ、前記した３つの機能配備例にお
ける動作シーケンスの詳細を説明する。
【００４７】
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　図５から図９は、利用者からコミュニケータへの接続を行うときの特番サービスに共通
した接続シーケンス例である。図５は既存のＰＳＴＮ（図１）、図６はＡＳ配備例（図２
）、図７はＡＳ－ＭＧＣ集約配備例（図３）、図８は特番ノード集中機能配備例（図４）
における接続シーケンス例であり、図９は他事業者網の利用者がＩＰ網の特番サービスを
利用するときの接続シーケンス例である。
【００４８】
　図５は、既存のＰＳＴＮ（図１）におけるコミュニケータへの接続シーケンス例（ＰＳ
ＴＮ）３００である。以下、図５のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明する。
【００４９】
(1) 特番サービスの利用者により受話器がオフフックされると、利用者端末１１Ａから発
交換機２０にオフフック信号（３１１Ａ）が送信される。
(2) 発交換機２０は、利用者端末１１Ａにダイヤルトーン（３１２Ａ）を送出する。
(3) 利用者により受けたいサービスに該当する３桁の特番（１０Ｘ）がダイヤルされると
、利用者端末１１Ａから発交換機２０に特番（１０Ｘ）のダイヤル信号（３１３Ａ）が送
信される。
(4) 発交換機２０は、サービス判定機能によって、ダイヤルされた特番（１０Ｘ）に該当
するサービスの種類とサービス提供の可否を判定し、サービス提供が可能と判定した場合
は、番号翻訳機能によって接続先の特番交換機５０の着信番号を取得するとともに、ダイ
ヤル番号設定機能によって特番（１０Ｘ）をダイヤル番号として呼制御信号に設定し、特
番交換機５０への発呼信号（３１４Ａ）を送信する。それにより、不図示の中継交換機群
によって発呼信号（３１４Ａ）が特番交換機５０に伝達され、呼が着信する。
(5) 特番交換機５０は、空き状態のコミュニケータ端末７０に対して呼び出し信号（３１
５Ａ）を送信し、着信音などによってコミュニケータに呼の着信が知らされる。
(6) 呼の着信に応答してコミュニケータにより受話器のオフフック操作が行われると、コ
ミュニケータ端末７０から特番交換機５０にオフフック信号（３１６Ａ）が送信される。
(7) 特番交換機５０は、不図示の中継交換機群を介して発交換機２０に非課金の応答信号
（３１７Ａ）を返送する。それによって、発交換機２０と特番交換機５０とにより、利用
者端末１１Ａとコミュニケータ端末７０との間の非課金の第１呼通話パスが生成される（
Ｐ１）。なお、特番交換機５０から非課金の応答信号（３１７Ａ）を返送する代わりに、
課金／非課金の情報をもたない応答通知信号を返送するようにし、発交換機２０にて非課
金の通話パスを設定するものとしてもよい。
(8) 利用者は、通話料無料にてコミュニケータと通話し、サービスの種類に応じて具体的
な依頼を行う（Ｐ１）。
【００５０】
　図６は、ＡＳ配備例（図２）におけるコミュニケータへの接続シーケンス例（ＩＰ網／
ＡＳ配備例）３０１である。以下、図６のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明
する。
【００５１】
(1) 特番サービスの利用者により受話器がオフフックされると、利用者端末１１Ｂから発
ＭＧ２５にオフフック信号（３１１Ｂ）が送信される。
(2) 発ＭＧ２５は利用者端末１１Ｂにダイヤルトーン（３１２Ｂ）を送出する。
(3) 利用者により受けたいサービスに該当する３桁の特番（１０Ｘ）がダイヤルされると
、利用者端末１１Ｂから発ＭＧ２５にダイヤル信号（３１３Ｂ）が送信される。
(4) 発ＭＧ２５は、ＩＰ網の呼制御信号方式にてＭＧＣ３０に特番（１０Ｘ）への発呼信
号（３１４Ｂ）を送信する。
(5) ＭＧＣ３０は、番号翻訳機能によって接続先の特番ノード５５の着信番号を取得する
とともに、ダイヤル番号設定機能によって特番（１０Ｘ）をダイヤル番号として呼制御信
号に設定し、ＡＳルーチング機能によって特番ノード５５への発呼信号（３１５Ｂ）をＡ
Ｓ４０に送信する。
(6) ＡＳ４０は、サービス判定機能によって、ダイヤルされた特番に該当するサービスの
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種類とサービス提供の可否を判定し、サービス提供が可能と判定した場合は、特番ノード
５５への発呼信号（３１６Ｂ）を特番ノード５５に送信し、特番ノード５５に呼が着信す
る。
(7) 特番ノード５５は、空き状態のコミュニケータ端末７０に対して呼び出し信号（３１
７Ｂ）を送信し、着信音などによってコミュニケータに呼の着信が知らされる。
(8) 呼の着信に応答してコミュニケータにより受話器のオフフック操作が行われると、コ
ミュニケータ端末７０から特番ノード５５にオフフック信号（３１８Ｂ）が送信される。
(9) 特番ノード５５がＡＳ４０に応答通知信号（３１９Ｂ）を返送すると、ＡＳ４０はＭ
ＧＣ３０に非課金の応答信号（３２０Ｂ）を返送し、ＭＧＣ３０が発ＭＧ２５に非課金の
応答信号（３２１Ｂ）を伝達することにより、利用者端末１１Ｂとコミュニケータ端末７
０との間の非課金の第１呼通話パスが生成される（Ｐ１）。なお、特番ノード５５からＡ
Ｓ４０に応答通知信号（３１９Ｂ）を返送する代わりに、課金／非課金の情報を含む応答
信号を返送するようにし、特番ノード５５にて課金／非課金の制御をするものとしてもよ
い。
(10) 利用者は、通話料無料にてコミュニケータと通話し、サービスの種類に応じて具体
的な依頼を行う（Ｐ１）。
【００５２】
　図７は、ＡＳ－ＭＧＣ集約配備例（図３）におけるコミュニケータへの接続シーケンス
例（ＩＰ網／ＡＳ－ＭＧＣ配備例）３０２である。以下、図７のシーケンスチャートに沿
って動作の詳細を説明する。
【００５３】
(1)～(4)までの動作は前記のＡＳ配備例（図６）と同様である。
(5) ＭＧＣ３０は、サービス判定機能によってダイヤルされた特番に該当するサービスの
種類とサービス提供の可否を判定し、サービス提供が可能と判定した場合は、番号翻訳機
能によって接続先の特番ノード５５の着信番号を取得するとともに、ダイヤル番号設定機
能によって特番（１０Ｘ）をダイヤル番号として呼制御信号に設定したのちに、特番ノー
ド５５への発呼信号（３２２Ｂ）を特番ノード５５に送信し、特番ノード５５に呼が着信
する。
(6) 特番ノード５５は、空き状態のコミュニケータ端末７０に対して呼び出し信号（３１
７Ｂ）を送信し、着信音などによってコミュニケータに呼の着信が知らされる。
(7) 呼の着信に応答してコミュニケータにより受話器のオフフック操作が行われると、コ
ミュニケータ端末７０から特番ノード５５にオフフック信号（３１８Ｂ）が送信される。
(8) 特番ノード５５がＭＧＣ３０に応答通知信号（３２３Ｂ）を返送すると、ＭＧＣ３０
は発ＭＧ２５に非課金の応答信号（３２１Ｂ）を返送し、それによって利用者端末１１Ｂ
とコミュニケータ端末７０との間の非課金の第１呼通話パスが生成される（Ｐ１）。なお
、特番ノード５５からＭＧＣ３０に応答通知信号（３２３Ｂ）を返送する代わりに、課金
／非課金の情報を含む応答信号を返送するようにし、特番ノード５５にて課金／非課金の
制御をするものとしてもよい。
(9) 利用者は、通話料無料にてコミュニケータと通話し、サービスの種類に応じて具体的
な依頼を行う（Ｐ１）。
【００５４】
　図８は、特番ノード集中機能配備例（図４）におけるコミュニケータへの接続シーケン
ス例（ＩＰ網／特番ノード集中機能配備例）３０３である。以下、図８のシーケンスチャ
ートに沿って動作の詳細を説明する。
【００５５】
(1)～(4)までの動作は前記のＡＳ配備例（図６）と同様である。
(5) ＭＧＣ３０は、ＡＳルーチング機能によって特番（１０Ｘ）への発呼信号（３２４Ｂ
）をＡＳ４０に送信し、ＡＳ４０が特番（１０Ｘ）への発呼信号（３２５Ｂ）を特番ノー
ド５５に送信し、特番ノード５５に呼が着信する。
(6) 特番ノード５５は、サービス判定機能によってダイヤルされた特番に該当するサービ
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スの種類とサービス提供の可否を判定し、サービス提供が可能と判定した場合は、空き状
態のコミュニケータ端末７０に対して呼び出し信号（３１７Ｂ）を送信し、着信音などに
よってコミュニケータに呼の着信が知らされる。
(7) 呼の着信に応答してコミュニケータにより受話器のオフフック操作が行われると、コ
ミュニケータ端末７０から特番ノード５５にオフフック信号（３１８Ｂ）が送信される。
(8) 特番ノード５５がＡＳ４０に非課金の応答信号（３２６Ｂ）を返送すると、ＡＳ４０
およびＭＧＣ３０によって非課金の応答信号（３２０Ｂ，３２１Ｂ）が発ＭＧ２５に中継
され、それによって利用者端末１１Ｂとコミュニケータ端末７０との間の非課金の第１呼
通話パスが生成される（Ｐ１）。
(9) 利用者は、通話料無料にてコミュニケータと通話し、サービスの種類に応じて具体的
な依頼を行う（Ｐ１）。
【００５６】
　図９は、他事業者網の利用者がＩＰ網の特番サービスを利用するときのコミュニケータ
への接続シーケンス例（ＩＰ網／他事業者接続例）３０４である。以下、図９のシーケン
スチャートに沿って動作の詳細を説明する。
【００５７】
(1) 他事業者網の利用者により受けたいサービスに該当する３桁の特番（１０Ｘ）がダイ
ヤルされると、利用者端末１１Ｃから他事業者ＧＷ６６に特番（１０Ｘ）への発呼信号（
３１１Ｃ）が送信される。
(2) 他事業者ＧＷ６６は、特番（１０Ｘ）への発呼信号（３１２Ｃ）をＰＳＴＮ－ＧＷ６
５に送信する。
(3) ＰＳＴＮ－ＧＷ６５は、サービス判定機能によってダイヤルされた特番に該当するサ
ービスの種類とサービス提供の可否を判定し、サービス提供が可能と判定した場合は、番
号翻訳機能によって接続先の特番ノード５５の着信番号を取得するとともに、ダイヤル番
号設定機能によって特番（１０Ｘ）をダイヤル番号として呼制御信号に設定したのちに、
特番ノード５５への発呼信号（３１３Ｃ）を特番ノード５５に送信し、特番ノード５５に
呼が着信する。
(4) 特番ノード５５は、空き状態のコミュニケータ端末７０に対して呼び出し信号（３１
７Ｂ）を送信し、着信音などによってコミュニケータに呼の着信が知らされる。
(5) 呼の着信に応答してコミュニケータにより受話器のオフフック操作が行われると、コ
ミュニケータ端末７０から特番ノード５５にオフフック信号（３１８Ｂ）が送信される。
(6) 特番ノード５５がＰＳＴＮ－ＧＷ６５に応答通知信号（３１４Ｃ）を返送し、ＰＳＴ
Ｎ－ＧＷ６５が他事業者ＧＷ６６に非課金の応答信号（３１５Ｃ）を返送することにより
、利用者端末１１Ｃとコミュニケータ端末７０との間の非課金の第１呼通話パスが生成さ
れる（Ｐ１）。なお、特番ノード５５からＰＳＴＮ－ＧＷ６５に応答通知信号（３１４Ｃ
）を返送する代わりに、課金／非課金の情報を含む応答信号を返送するようにし、特番ノ
ード５５にて課金／非課金の制御をするものとしてもよい。
(7) 利用者は、通話料無料にてコミュニケータと通話し、サービスの種類に応じて具体的
な依頼を行う（Ｐ１）。
【００５８】
　続いて、図１０および図１１を参照して、番号案内サービスにおけるサービスシーケン
スについて説明する。図１０は既存のＰＳＴＮ（図１）、図１１はＩＰ網におけるサービ
スシーケンス例であり、いずれも利用者端末１１Ａまたは１１Ｂとコミュニケータ端末７
０との間の第１呼通話パスが生成されてからのシーケンスを示している。
【００５９】
　図１０は、既存のＰＳＴＮ（図１）における電話番号案内時のサービスシーケンス例（
ＰＳＴＮ）４００である。以下、図１０のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明
する。
【００６０】
(1) コミュニケータは、住所や電話帳登録名から加入者の電話番号を検索する依頼を受け
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付ける（Ｐ１１）。
(2) コミュニケータは、電子番号案内システム（エンジェルセンタ）８０にアクセスして
、依頼に該当する電話番号を検索し、電話番号が見つかったら検索完了の操作を行う。(3
) コミュニケータ端末７０は、検索完了信号（４１１Ａ）を特番交換機５０に送信する。
(4) 特番交換機５０は、発交換機２０に所定のサービス料金の課金を指示する課金信号（
４１２Ａ）を送信する。
(5) 発交換機２０は、一般の加入者端末からの利用であれば、その加入者向けの課金情報
を生成する。また、公衆電話など即時課金が必要な端末からの利用であれば、収納処理機
能によって利用者端末１１Ａに収納指示信号（４１３Ａ）を送信し、利用者端末１１Ａに
て必要な金額またはカード通話度数の収納が行われて収納完了信号（４１４Ａ）が返送さ
れるのを待ち、所定の時間内に収納完了信号（４１４Ａ）が返送されなかった場合は、サ
ービスをキャンセルして呼を切断する。
(6) 課金情報の生成または収納処理が完了したら、発交換機２０は収納完了を示す応答信
号（４１５Ａ）を特番交換機５０に返送する。
(7) 特番交換機５０は、コミュニケータ端末７０に収納完了通知（４１６Ａ）を送信し、
表示ランプや特殊な音などによってコミュニケータに料金の収納が完了したことが知らさ
れる。
(8) コミュニケータは、利用者に検索した電話番号を通知する（Ｐ１２）。
　その後、必要に応じて(1)～(8)を案内件数分繰り返す。
【００６１】
　図１１は、ＡＳ配備例（図２）における電話番号案内時のサービスシーケンス例（ＩＰ
網／ＡＳ配備例）４０１である。以下、図１１のシーケンスチャートに沿って動作の詳細
を説明する。
【００６２】
(1)と(2)の動作は前記のＰＳＴＮの場合（図１０）と同様である。
(3) コミュニケータ端末７０は、検索完了信号（４１１Ｂ）を特番ノード５５に送信する
。
(4) 特番ノード５５が、ＡＳ４０に検索完了信号（４１２Ｂ）を送信すると、ＡＳ４０が
必要な課金額を決定し、ＭＧＣ３０に課金信号（４１３Ｂ）を送信する。
(5) ＭＧＣ３０は、一般の加入者端末からの利用であれば、その加入者向けの課金情報を
生成する。また、公衆電話など即時課金が必要な端末からの利用であれば、収納処理機能
によって発ＭＧ２５に収納指示信号（４１４Ｂ）を送信する。
(6) 発ＭＧ２５は、利用者端末１１Ｂに収納信号（４１５Ｂ）を送信し、利用者端末１１
Ｂにて必要な金額またはカード通話度数の収納が行われて収納完了信号（４１６Ｂ）が返
送されるのを待つ。
(7) 収納完了信号（４１６Ｂ）が返送されたら、発ＭＧ２５はＭＧＣ３０に収納完了信号
（４１７Ｂ）を返送する。
(8) 課金情報の生成または収納処理が完了したら、ＭＧＣ３０は収納完了を示す応答信号
（４１８Ｂ）をＡＳ４０に返送する。また、ＭＧＣ３０は、所定の時間内に収納完了信号
（４１７Ｂ）が返送されなかった場合は呼を切断する。
(9) ＡＳ４０は、特番ノード５５に収納完了通知（４１９Ｂ）を送信し、特番ノード５５
がコミュニケータ端末７０に収納完了通知（４２０Ｂ）を送信し、表示ランプや特殊な音
などによってコミュニケータに料金の収納が完了したことが知らされる。
(10) コミュニケータは、利用者に検索した電話番号を通知する（Ｐ１２）。
　その後、必要に応じて(1)～(10)を案内件数分繰り返す。
【００６３】
　なお、他事業者網の利用者に対して番号案内サービスを提供する場合は、ＭＧＣ３０に
代わってＰＳＴＮ－ＧＷ６５が課金信号（４１３Ｂ）を他事業者ＧＷ６６に取り次ぎ、他
事業者ＧＷ６６から収納完了の通知を受けたＰＳＴＮ－ＧＷ６５が収納完了の応答信号（
４１８Ｂ）をＡＳ４０に返送するようにすればよい。
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【００６４】
　続いて、図１２から図１７を参照して、コミュニケータが依頼先を呼び出して利用者に
接続するときの接続シーケンスについて説明する。図１２は既存のＰＳＴＮ（図１）にお
ける番号案内および１００番通話（通話情報提供）サービスに対応する接続シーケンス例
であり、図１３は同じく臨時受付サービスに対応する接続シーケンス例である。また、図
１４はＩＰ網（図２～図４）における番号案内および１００番通話（通話情報提供）サー
ビスに対応する接続シーケンス例であり、図１５および図１６は同じく臨時受付サービス
に対応する２種類の接続シーケンス例である。また、図１７は、依頼先が既存のＰＳＴＮ
の加入者端末であるときの接続シーケンス例である。いずれも利用者端末１１Ａまたは１
１Ｂとコミュニケータ端末７０との間の第１呼通話パスが生成されてからのシーケンスを
示している。
【００６５】
　図１２は、既存のＰＳＴＮ（図１）における番号案内および１００番通話（通話情報提
供）サービスに対応する依頼先への接続シーケンス例Ａ（ＰＳＴＮ）５００Ａである。以
下、図１２のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明する。
【００６６】
(1) コミュニケータは、利用者から接続依頼を受け付ける（Ｐ１３）。
(2) コミュニケータは、利用者との間の第１呼通話パスを継続したまま（Ｐ１４）、コミ
ュニケータ端末７０より依頼先端末１２Ａへの呼接続操作を行う。
(3) 特番交換機５０は、着交換機２１において当該着信呼のサービス競合を判定できるよ
うに、呼制御信号に転送呼である旨を設定して、依頼先端末１２Ａへの発呼信号（５１１
Ａ）を送信する。それにより、不図示の中継交換機群によって発呼信号（５１１Ａ）が着
交換機２１に伝達され、着交換機２１は依頼先端末１２Ａに呼び出し信号（５１２Ａ）を
送信する。
(4) 依頼先端末１２Ａにてオフフック操作が行われると、オフフック信号（５１３Ａ）が
着交換機２１に返送され、着交換機２１が特番交換機５０に応答通知信号（５１４Ａ）を
返送することによって依頼先端末１２Ａとの間の第２呼通話パスが生成される。
(5) コミュニケータ端末７０または特番交換機５０から依頼先端末１２Ａに接続案内メッ
セージを通知する（Ｐ１５）。
(6) 接続案内メッセージの通知後、特番交換機５０は、利用者端末１１Ａとの間の第１呼
通話パス（Ｐ１４）と依頼先端末１２Ａとの間の第２呼通話パス（Ｐ１５）とを、内部で
相互に結合することにより、利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａとの間の連結通話パス
を生成する（Ｐ２）。同時に、特番交換機５０は、発交換機２０に通話料の単価を含む課
金開始指示（５１５Ａ）を送信し、これによって発交換機２０において通話時分に対する
課金が開始される。
(7) 通話が終了して依頼先端末１２Ａにてオンフック操作が行われると、オンフック信号
（５１６Ａ）が着交換機２１に送信され、着交換機２１が特番交換機５０に切断信号（５
１７Ａ）を送信する。
(8) 特番交換機５０は、発交換機２０に課金の終了を指示する切断信号（５１８Ａ）を送
信し、発交換機２０は、利用者端末１１Ａにビジートーン（５１９Ａ）を送出したのち、
課金情報を生成する。
【００６７】
　図１３は、既存のＰＳＴＮ（図１）における臨時受付サービスに対応する依頼先への接
続シーケンス例Ｂ（ＰＳＴＮ）５００Ｂである。以下、図１３のシーケンスチャートに沿
って動作の詳細を説明する。
【００６８】
(1) コミュニケータは、利用者から接続依頼を受け付けたのち、利用者に一旦通話を終了
するように促す（Ｐ１３）。
(2) 利用者端末１１Ａにてオンフック操作が行われると、オンフック信号（５３１Ａ）が
発交換機２０に送信され、第１呼通話パス（Ｐ１３）は切断される。
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(3) コミュニケータは、コミュニケータ端末７０より依頼先端末１２Ａへの呼接続操作を
行う。
(4) 特番交換機５０は、着交換機２１において当該着信呼のサービス競合を判定できるよ
うに、呼制御信号に割り込み呼である旨を設定して、依頼先端末１２Ａへの発呼信号（５
３３Ａ）を送信する。それにより、不図示の中継交換機群によって発呼信号（５３３Ａ）
が着交換機２１に伝達される。
(5) このとき、もし依頼先端末１２Ａが他の通話先端末１３Ａと通話中であった場合（Ｐ
３１）、着交換機２１は、割り込み呼としてのサービス競合を判定して３者通話トランク
を捕捉したのち、依頼先端末１２Ａに割り込み着信を知らせるための呼び出し音（５３４
Ａ）を送出する。
(6) 依頼先端末１２Ａにて割り込み着信への応答操作が行われると、応答操作信号（５３
５Ａ）が着交換機２１に返送され、着交換機２１がコミュニケータ端末７０と依頼先端末
１２Ａと通話先端末１３Ａとの３者を３者通話トランクに接続することにより、３者通話
が可能となる（Ｐ１６）。
(7) コミュニケータ端末７０または特番交換機５０から依頼先端末１２Ａおよび通話先端
末１３Ａに緊急通話の接続案内メッセージを通知して通話先端末１３Ａとの通話の終了を
促したのち（Ｐ１６）、特番交換機５０から切断信号（５３７Ａ）を送信すると、着交換
機２１は、３者通話トランクを解放し、依頼先端末１２Ａと通話先端末１３Ａとの２者の
通話状態に戻す（Ｐ３２）。
(8) 通話先端末１３Ａとの通話が終了して依頼先端末１２Ａにてオンフック操作が行われ
ると、オンフック信号（５３８Ａ）が着交換機２１に送信され、着交換機２１は、特番交
換機５０に切断通知信号（５３９Ａ）を送信するとともに、通話先端末１３Ａにビジート
ーン（５４０Ａ）を送出する。
(9) 特番交換機５０は、利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａとの双方に対して呼び返し
接続を行う（５４１Ａ～５４４Ａおよび５４５Ａ～５４８Ａ）。
(10) 利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａとの双方が着信に応答したら、特番交換機５
０は、依頼先端末１２Ａに接続案内メッセージを通知したのち（Ｐ１５）、利用者端末１
１Ａとの間の第１呼通話パス（Ｐ１４）と依頼先端末１２Ａとの間の第２呼通話パス（Ｐ
１５）とを、内部で相互に結合することにより、利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａと
の間の連結通話パスを生成する（Ｐ２）。
【００６９】
　以後の利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａとの通話開始後の動作は、図１２と同様で
ある。また、(3)の依頼先端末１２Ａへの呼接続操作時に通話中でなかった場合には、３
者通話トランクの捕捉と解放が不要となることを除けば、同様な動作シーケンスとなる。
【００７０】
　図１４は、ＩＰ網（図２～図４）における番号案内および１００番通話（通話情報提供
）サービスに対応する依頼先への接続シーケンス例Ａ（ＩＰ網）５０１Ａである。以下、
図１４のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明する。
【００７１】
(1) コミュニケータは、利用者から接続依頼を受け付ける（Ｐ１３）。
(2) コミュニケータは、利用者端末１１Ｂとの間の第１呼通話パスを継続したまま（Ｐ１
４）、コミュニケータ端末７０より依頼先端末１２Ｂへの呼接続操作を行う。
(3) 特番ノード５５は、着ＭＧ２６において当該着信呼のサービス競合を判定できるよう
に、呼制御信号に転送呼である旨を設定して、依頼先端末１２Ｂへの発呼信号（５１１Ｂ
）をＭＧＣ３０に送信する。それにより、ＭＧＣ３０から発呼信号（５１１Ｂ）が着ＭＧ
２６に伝達され、着ＭＧ２６は依頼先端末１２Ｂに呼び出し信号（５１２Ｂ）を送信する
。
(4) 依頼先端末１２Ｂにてオフフック操作が行われると、オフフック信号（５１３Ｂ）が
着ＭＧ２６に返送され、着ＭＧ２６からＭＧＣ３０を介して特番ノード５５に応答通知信
号（５１４Ｂ）を返送することによって、依頼先端末１２Ｂとの間の第２呼通話パスが生
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成される（Ｐ１５）。
(5) コミュニケータ端末７０または特番ノード５５から依頼先端末１２Ｂに接続案内メッ
セージを通知する（Ｐ１５）。
(6) 接続案内メッセージの通知後、特番ノード５５は、利用者端末１１Ｂとの間の第１呼
通話パス（Ｐ１４）と依頼先端末１２Ｂとの間の第２呼通話パス（Ｐ１５）とを、相互に
結合するよう発ＭＧ２５と着ＭＧ２６との双方に指示し（５１５Ｂ，５１６Ｂ）、発ＭＧ
２５と着ＭＧ２６との連携によって利用者端末１１Ｂと依頼先端末１２Ｂとの間の連結通
話パスが生成される（Ｐ２）。このとき、特番ノード５５は、発ＭＧ２５に対しては課金
開始の指示をも含んだパス結合指示（５１５Ｂ）を送信することで、発ＭＧ２５において
通話時分に対する課金が開始される。
(7) 通話が終了して依頼先端末１２Ｂにてオンフック操作が行われると、オンフック信号
（５１７Ｂ）が着ＭＧ２６に送信され、着ＭＧ２６がＭＧＣ３０に切断信号（５１８Ｂ）
を送信する。
(8) ＭＧＣ３０は、発ＭＧ２５に課金の終了を指示する切断信号（５１９Ｂ）を送信して
呼を切断し、発ＭＧ２５は、利用者端末１１Ｂにビジートーン（５２０Ｂ）を送出する。
またＭＧＣ３０は、特番ノード５５に切断通知信号（５２１Ｂ）を送信し、これによって
特番ノード５５は、連結通話パスによる通話が終了したことを把握する。
【００７２】
　図１５は、ＩＰ網（図２～図４）における臨時受付サービスに対応する依頼先への接続
シーケンス例Ｂ（ＩＰ網）５０１Ｂであり、図１３と同様なサービスを提供するものであ
る。以下、図１５のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明する。
【００７３】
(1) コミュニケータは、利用者から接続依頼を受け付けたのち、利用者に一旦通話を終了
するように促す（Ｐ１３）。
(2) 利用者端末１１Ｂにてオンフック操作が行われると、オンフック信号（５３１Ｂ）が
発ＭＧ２５に送信され、第１呼通話パス（Ｐ１３）は切断される（５３２Ｂ，５３３Ｂ)
。
(3) コミュニケータは、コミュニケータ端末７０より依頼先端末１２Ｂへの呼接続操作を
行う。
(4) 特番ノード５５は、着ＭＧ２６において当該着信呼のサービス競合を判定できるよう
に、呼制御信号に割り込み呼である旨を設定して、依頼先端末１２Ｂへの発呼信号（５３
４Ｂ）をＭＧＣ３０に送信する。それにより、ＭＧＣ３０から発呼信号（５３４Ｂ）が着
ＭＧ２６に伝達される。
(5) このとき、もし依頼先端末１２Ｂが他の通話先端末１３Ｂと通話中であった場合（Ｐ
３１）、着ＭＧ２６は、割り込み呼としてのサービス競合を判定して３者通話トランクを
捕捉したのち、依頼先端末１２Ｂに割り込み着信を知らせるための呼び出し音（５３５Ｂ
）を送出する。
(6) 依頼先端末１２Ｂにて割り込み着信への応答操作が行われると、応答操作信号（５３
６Ｂ）が着ＭＧ２６に返送され、着ＭＧ２６がコミュニケータ端末７０と依頼先端末１２
Ｂと通話先端末１３Ｂとの３者を３者通話トランクに接続することにより、３者通話が可
能となる（Ｐ１６）。
(7) コミュニケータ端末７０または特番ノード５５から依頼先端末１２Ｂおよび通話先端
末１３Ｂに緊急通話の接続案内メッセージを通知して通話先端末１３Ｂとの通話の終了を
促したのち（Ｐ１６）、特番ノード５５から切断信号（５３８Ｂ）を送信すると、着ＭＧ
２６は、３者通話トランクを解放し、依頼先端末１２Ｂと通話先端末１３Ｂとの２者の通
話状態に戻す（Ｐ３２）。
(8) 通話先端末１３Ｂとの通話が終了して依頼先端末１２Ｂにてオンフック操作が行われ
ると、オンフック信号（５３９Ｂ）が着ＭＧ２６に送信され、着ＭＧ２６はＭＧＣ３０を
介して特番ノード５５に切断通知信号（５４０Ｂ）を送信するとともに、通話先端末１３
Ｂにビジートーン（５４１Ｂ）を送出する。
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(9) 特番ノード５５は、利用者端末１１Ｂと依頼先端末１２Ｂとの双方に対して呼び返し
接続を行う（５４２Ｂ～５４５Ｂおよび５４６Ｂ～５４９Ｂ）。
(10) 利用者端末１１Ｂと依頼先端末１２Ｂとの双方が着信に応答したら、特番ノード５
５は、依頼先端末１２Ｂに接続案内メッセージを通知したのち（Ｐ１５）、利用者端末１
１Ｂとの間の第１呼通話パス（Ｐ１４）と依頼先端末１２Ｂとの間の第２呼通話パス（Ｐ
１５）とを、相互に結合するよう発ＭＧ２５と着ＭＧ２６との双方に指示し（５５０Ｂ，
５５１Ｂ）、発ＭＧ２５と着ＭＧ２６との連携によって利用者端末１１Ｂと依頼先端末１
２Ｂとの間の連結通話パスが生成される（Ｐ２）。
【００７４】
　図１６は、ＩＰ網（図２～図４）における臨時受付サービスに対応する依頼先への接続
シーケンス例Ｃ（ＩＰ網）５０１Ｃであり、図１５とは一部異なるシーケンスにてサービ
スを提供するものである。以下、図１６のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明
する。
【００７５】
(1) コミュニケータは、利用者から接続依頼を受け付ける（Ｐ１３）。
(2) コミュニケータは、利用者端末１１Ｂとの間の第１呼通話パスを継続したまま（Ｐ１
４）、コミュニケータ端末７０より依頼先端末１２Ｂへの呼接続操作を行う。
(3) 特番ノード５５は、着ＭＧ２６において当該着信呼のサービス競合を判定できるよう
に、呼制御信号に割り込み呼である旨を設定して、依頼先端末１２Ｂへの発呼信号（５６
１Ｂ）をＭＧＣ３０に送信する。それにより、ＭＧＣ３０から発呼信号（５６１Ｂ）が着
ＭＧ２６に伝達される。
(4) このとき、もし依頼先端末１２Ｂが他の通話先端末１３Ｂと通話中であった場合（Ｐ
３１）、着ＭＧ２６は、割り込み呼としてのサービス競合を判定して３者通話トランクを
捕捉したのち、依頼先端末１２Ｂに割り込み着信を知らせるための呼び出し音（５６２Ｂ
）を送出する。
(5) 依頼先端末１２Ｂにて割り込み着信への応答操作が行われると、応答操作信号（５６
３Ｂ）が着ＭＧ２６に返送され、着ＭＧ２６が、応答通知信号（５６４Ｂ）を特番ノード
５５に送信するとともに、コミュニケータ端末７０と依頼先端末１２Ｂと通話先端末１３
Ｂとの３者を３者通話トランクに接続することにより、３者通話が可能となる（Ｐ１６）
。
(6) コミュニケータ端末７０または特番ノード５５から依頼先端末１２Ｂおよび通話先端
末１３Ｂに緊急通話の接続案内メッセージを通知したのち（Ｐ１６）、特番ノード５５は
、利用者端末１１Ｂとの間の第１呼通話パス（Ｐ１４）と依頼先端末１２Ｂとの間の第２
呼通話パス（Ｐ１５）とを、相互に結合するよう発ＭＧ２５と着ＭＧ２６との双方に指示
し（５６５Ｂ，５６６Ｂ）、発ＭＧ２５と着ＭＧ２６との連携によって利用者端末１１Ｂ
と依頼先端末１２Ｂとの間の連結通話パスが生成され、通話先端末１３Ｂを含めた３者通
話が可能となる（Ｐ１７）。
(7) ３者通話が終了して依頼先端末１２Ｂにてオンフック操作が行われると、オンフック
信号（５６７Ｂ）が着ＭＧ２６に送信され、着ＭＧ２６は、ＭＧＣ３０に切断信号（５６
８Ｂ）を送信するとともに、３者通話トランクを開放して通話先端末１３Ｂにビジートー
ン（５７２Ｂ）を送出する。
(8) ＭＧＣ３０は、発ＭＧ２５に切断信号（５６９Ｂ）を送信して呼を切断し、発ＭＧ２
５は、利用者端末１１Ｂにビジートーン（５７０Ｂ）を送出する。またＭＧＣ３０は、特
番ノード５５に切断通知信号（５７１Ｂ）を送信し、これによって特番ノード５５は、連
結通話パス（Ｐ１７）による通話が終了したことを把握する。
【００７６】
　図１７は、ＩＰ網（図２～図４）において依頼先が既存のＰＳＴＮの加入者端末である
ときの依頼先への接続シーケンス例（相互接続）５０２である。以下、図１７のシーケン
スチャートに沿って動作の詳細を説明する。
【００７７】
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(1) コミュニケータは、利用者から接続依頼を受け付ける（Ｐ１３）。
(2) コミュニケータは、利用者との間の第１呼通話パスを継続したまま（Ｐ１４）、コミ
ュニケータ端末７０より依頼先端末１２Ａへの呼接続操作を行う。
(3) 特番ノード５５は、着交換機２１において当該着信呼のサービス競合を判定できるよ
うに、呼制御信号に転送呼である旨を設定して、依頼先端末１２Ａへの発呼信号（５８１
Ｂ）をＭＧＣ３０に送信する。それにより、ＭＧＣ３０から発呼信号（５８１Ｂ）がＰＳ
ＴＮ－ＧＷ６５に伝達され、ＰＳＴＮ－ＧＷ６５から不図示の中継交換機群を介して着交
換機２１に発呼信号（５８２Ｃ）が伝達され、着交換機２１は依頼先端末１２Ａに呼び出
し信号（５８３Ｃ）を送信する。
(4) 依頼先端末１２Ａにてオフフック操作が行われると、オフフック信号（５８４Ｃ）が
着交換機２１に返送され、ＰＳＴＮ－ＧＷ６５が着交換機２１から返送される応答通知信
号（５８５Ｃ）を受信し、ＭＧＣ３０を介して特番ノード５５に応答通知信号（５８６Ｂ
）を返送することによって、依頼先端末１２Ａとの間の第２呼通話パスが生成される（Ｐ
１５）。
(5) コミュニケータ端末７０または特番ノード５５から依頼先端末１２Ａに接続案内メッ
セージを通知したのち（Ｐ１５）、特番ノード５５は、利用者端末１１Ｂとの間の第１呼
通話パス（Ｐ１４）と依頼先端末１２Ａとの間の第２呼通話パス（Ｐ１５）とを、相互に
結合するよう発ＭＧ２５とＰＳＴＮ－ＧＷ６５との双方に指示し（５８７Ｂ，５８８Ｂ）
、発ＭＧ２５とＰＳＴＮ－ＧＷ６５との連携によって利用者端末１１Ｂと依頼先端末１２
Ａとの間の連結通話パスが生成される（Ｐ２）。このとき、特番ノード５５は、発ＭＧ２
５に対して課金開始の指示を含んだパス結合指示（５８７Ｂ）を送信することで、発ＭＧ
２５において通話時分に対する課金が開始される。
(6) 通話が終了して依頼先端末１２Ａにてオンフック操作が行われると、オンフック信号
（５８９Ｃ）が着交換機２１に送信され、ＰＳＴＮ－ＧＷ６５は着交換機２１から送信さ
れる切断信号（５９０Ｃ）を受信し、ＭＧＣ３０に切断信号（５９１Ｃ）を送信する。
(7) ＭＧＣ３０は、発ＭＧ２５に切断信号（５９２Ｂ）を送信して呼を切断し、発ＭＧ２
５は、利用者端末１１Ｂにビジートーン（５９３Ｂ）を送出する。またＭＧＣ３０は、特
番ノード５５に切断通知信号（５９４Ｂ）を送信し、これによって特番ノード５５は、連
結通話パス（Ｐ２）による通話が終了したことを把握する。
【００７８】
　続いて、図１８および図１９を参照して、１００番通話（通話情報提供）サービスにお
けるサービスシーケンスについて説明する。図１８は既存のＰＳＴＮ（図１）、図１９は
ＩＰ網におけるサービスシーケンス例であり、いずれも利用者端末１１Ａまたは１１Ｂと
依頼先端末１２Ａまたは１２Ｂとの間の連結通話パスが生成されてからのシーケンスを示
している。
【００７９】
　図１８は、既存のＰＳＴＮ（図１）における通話情報案内時のサービスシーケンス例（
ＰＳＴＮ）６００である。以下、図１８のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明
する。
【００８０】
(1) 利用者端末１１Ａと依頼先端末１２Ａとの間の連結通話パス（Ｐ２）による依頼先ユ
ーザとの通話が終了し、依頼先端末１２Ａにてオンフック操作が行われると、オンフック
信号（６１１Ａ）が着交換機２１に送信され、着交換機２１が特番交換機５０に切断信号
（６１２Ａ）を送信し、これによって特番交換機５０は、依頼先ユーザとの通話が終了し
たことを把握する。
(2) 特番交換機５０は、発交換機２０に課金の終了を指示する切断信号（６１３Ａ）を送
信し、発交換機２０は、利用者端末１１Ａにビジートーン（６１４Ａ）を送出し、利用者
は利用者端末１１Ａをオンフックする。
(3) 特番交換機５０は、通話情報提供機能により連結通話パス（Ｐ２）での通話時分と通
話料金を算出したのち、利用者端末１１Ａへの発呼信号（６１５Ａ）を送信する。それに
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より、不図示の中継交換機群によって発呼信号（６１５Ａ）が発交換機２０に伝達され、
発交換機２０は利用者端末１１Ａに呼び出し信号（６１６Ａ）を送信する。
(4) 利用者端末１１Ａにてオフフック操作が行われると、オフフック信号（６１７Ａ）が
発交換機２０に返送され、発交換機２０が特番交換機５０に応答通知信号（６１８Ａ）を
返送することによって、特番交換機５０と利用者端末１１Ａとの間の通話パスが生成され
る（Ｐ４）。
(5) コミュニケータ端末７０または特番交換機５０は、利用者端末１１Ａに依頼先ユーザ
との通話時分と通話料金とを通知する通話情報案内を行う（Ｐ４）。
(6) 通話情報案内が完了したら、特番交換機５０は、発交換機２０に切断信号（６１９Ａ
）を送信し、発交換機２０は、利用者端末１１Ａにビジートーン（６２０Ａ）を送出する
。
【００８１】
　図１９は、ＩＰ網（図２～図４）における通話情報案内時のサービスシーケンス例（Ｉ
Ｐ網）６０１である。以下、図１９のシーケンスチャートに沿って動作の詳細を説明する
。
【００８２】
(1) 利用者端末１１Ｂと依頼先端末１２Ｂとの間の連結通話パス（Ｐ２）による依頼先ユ
ーザとの通話が終了し、依頼先端末１２Ｂにてオンフック操作が行われると、オンフック
信号（６１１Ｂ）が着ＭＧ２６に送信され、着ＭＧ２６がＭＧＣ３０に切断信号（６１２
Ｂ）を送信する。
(2) ＭＧＣ３０は、発ＭＧ２５に課金の終了を指示する切断信号（６１３Ｂ）を送信して
呼を切断し、発ＭＧ２５は、利用者端末１１Ｂにビジートーン（６１４Ｂ）を送出し、利
用者は利用者端末１１Ｂをオンフックする。またＭＧＣ３０は、特番ノード５５に切断通
知信号（６１５Ｂ）を送信し、これによって特番ノード５５は、依頼先ユーザとの通話が
終了したことを把握する。
(3) 特番ノード５５は、通話情報提供機能により連結通話パス（Ｐ２）での通話時分と通
話料金を算出したのち、利用者端末１１Ｂへの発呼信号（６１６Ｂ）をＭＧＣ３０に送信
する。それにより、ＭＧＣ３０から発呼信号（６１６Ｂ）が発ＭＧ２５に伝達され、発Ｍ
Ｇ２５は利用者端末１１Ｂに呼び出し信号（６１７Ｂ）を送信する。
(4) 利用者端末１１Ｂにてオフフック操作が行われると、オフフック信号（６１８Ｂ）が
発ＭＧ２５に返送され、発ＭＧ２５からＭＧＣ３０を介して特番ノード５５に応答通知信
号（６１９Ｂ）を返送することによって、特番ノード５５と利用者端末１１Ｂとの間の通
話パスが生成される（Ｐ４）。
(5) コミュニケータ端末７０または特番ノード５５は、利用者端末１１Ｂに依頼先ユーザ
との通話時分と通話料金とを通知する通話情報案内を行う（Ｐ４）。
(6) 通話情報案内が完了したら、特番ノード５５は、ＭＧＣ３０に切断信号（６２０Ｂ）
を送信し、ＭＧＣ３０から切断信号（６２０Ｂ）を伝達された発ＭＧ２５は、利用者端末
１１Ｂにビジートーン（６２１Ｂ）を送出する。
【００８３】
　以上にて本発明を実施するための形態の説明を終えるが、本発明の実施の態様は前記の
例に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で適宜変更が可能である
。
【符号の説明】
【００８４】
　１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ　利用者端末
　１２Ａ，１２Ｂ　依頼先端末
　１３Ａ，１３Ｂ　通話先端末
　２０　発交換機
　２１　着交換機
　２５　発ＭＧ
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　２６　着ＭＧ
　３０　メディアゲートウェイコントローラ（ＭＧＣ）
　４０　アプリケーションサーバ（ＡＳ）
　５０　特番交換機
　５５　特番ノード
　６５　ＰＳＴＮ－ＧＷ
　６６　他事業者ＧＷ
　７０　コミュニケータ端末
　８０　電子番号案内システム（エンジェルセンタ）
　１００　加入者電話網（ＰＳＴＮ）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】
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